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弁護士そして医事法学者 鈴木利慶
小西知世
鈴木利慶先生が2017年1月に古稀をお迎えになられました。心からお祝い
を申し上げたいと思います。
さて，私が鈴木先生と一緒にお仕事をさせて頂けるようになったのは， 2000 
年以降のことでしかありません(そのうち間近で仕事をさせて頂くことができ
たのは2010年以降のたった7年間でしかありません〉。その意味で，ここで鈴
木先生を描くことができる立場に私があるとは到底思えないのですが，明治大
学で鈴木先生と同じ医事法を担当する者として，今回，お引き受けすることに
なりました。なにとぞご容赦を賜りたく存じます。
• 
人は多面的な存在である。好むと好まざるとにかかわらず誰もが複数の顔を
もっている。今日，大学という場で活動するためには，おそらく 3つの顔を持
たねばならない。教育者としての顔，学者(研究者)としての顔，そして大学
行政にかかわる大学運営要員としての顔である。これらを一括りにして稿を起
こすことは避けたいと思う。その人一一鈴木利康一一の擦を的確に描き出すこ
とができなくなるからである。ここでは鈴木先生の学者，なかんずく医事法学
者としての側面のみを，鈴木先生の基礎を形づくる弁護士としての顔を視野に
収めつつ， I人権」と「自在」という 2つのキーワードを手がかりに粗描して
いこうと思う。
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「人権」という核
医事法を生業としていると，必ず一度は直面する問題がある一一“医のこと
を知らない者が医の妥当性・あるべき姿について論ずるなんて思い上がりも甚
だしいんじゃないか?" 同様の声は，医界に身をおく者からもしばしば発せ
られる。その言外に込められた意味はそれぞれ全く異なるが，この問題は，洋
の東西を問わず時代を超えて問われ続けている極めて基本的で普遍的な問題で
ある。この点について山崎佐は『医業と法律第2輯Jにて次のように述べて
L 、る。
(医の)研究については医学界において専ら向由討究さるるものであるか
ら，この程度においては直ちに一般人類に関与するものにあらざるに似た
れども，業として一般公衆に医術を施すに歪つては，医学の持は漸く社会
と相接触するに至るものである。ここにおいて医業は重要なる社会現象と
して取り扱われなければならぬものである。されば一般公衆に対して医術
をなすものは，すべからく自個と社会，医学と社会との交渉につき慎重な
る注意を欠いてはならぬO
かように医療をめぐる問題は決して医界内部に留まる問題ではない。それは
とりもなおさず社会の問題なのである。この医療をめぐる社会的な問題に対し
て，法を武器に敢然と立ち向い行動で答えを示し続けているだけではなく，今
なお未解決な問題を社会に問い続けているのが鈴木利慶である。彼が，幾多の
医療事故訴訟，薬害エイズ訴訟・ハンセン病訴訟・薬害肝炎訴訟などの法廷や
学術の場で活動を展開してきたことはもちろんのこと，時には積極的にメディ
アを巻き込みつつ社会に呼びかけ世論を形成してきたことは，つとによく知ら
れているところであろう。
ところで，彼の視点は常に「患者の人権」に置かれている。それは明確で揺
るぎなL、。決して単純で簡単なものでもなL、。彼はこの視点を， しばしば象徴
的な lつのフレーズで表現する。
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「患者の心を心として」
多様な解釈号をすることができるフレーズである。本人も“その意味は実はよ
く分からなL、"と言うことがある。しかしながら，このフレーズの根底に，弁
護士として，そして医事法学者としての彼を貫く核がある。
鈴木利康の目の前に登場する患者は，通例，病に苛まれているだけの患者で
はなL、。人権さえも蝕まれてしまった患者である。彼らにとって，抱え込むこ
とになってしまった人権をめぐる問題は，自らが抱える病と同じように等しく
大きな問題であり，それは他の誰かのそれと取り換えることは無論できず比較
することも無意味な，まさに oneof oneなものである。もちろん弁護士は，
ひとりひとりの oneof oneに対応しなければならないことはいうまでもない。
しかし，医師同様，弁護士も特定のその人だけを相手にしていることはできな
い。つまり，弁護士も同時に複数の者を対象とし，必然的に oneof themと
いう対応をとらざるを得ないのである。かくして弁護士も医師と同様.one of 
oneとoneof themとの聞でoneof oneの徹底に努めなければならないこと
になる。「患者の心を心として」という言葉は，弁護士としての視点をoneof 
oneの原点に引き戻す役割を果たしている。そしてその原点の核にあるものは，
法的概念として抽象的に議論されるような浅薄な「人権」ではない。そこにあ
るのは，ある 1人の人閣の人生や価値観などが幾重にも折り重なり隠すことな
く剥き身のままぶつけてくる「心」を，何よりも慈しみ抱きしめ大切に受けと
める「心」一一それが彼の「人権」ーーなのである。
「自在」な医事法製
自在一一鈴木利慶の医事法学を読み解くいまひとつのキーワードである。もっ
ともこの鍵は.2通りの使い方をしなければならなL、。
ひとつ目は.r束縛も支障もなく，心のままであること」という辞典どおり
の意味で用いる自在である。鈴木利贋の底事法学の特徴は，境界や限界を感じ
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させることのない，どこまでも伸びやかな点にある。それは，弁護士であるが
故の扱うことができる法領域の広さという点に由来するのかもしれない。ある
いは個別具体的な法解釈論において，確固たる地位を占める従来の通説・判例
であっても“以て良レ'とせず，思いもよらないようなアプローチを試みよう
とするところに，それを感じさせるのかもしれなL、。医療事故訴訟というもの
が社会的にも法律学的にもメジャーなものではなかった時代に，まともな先例
がひとつも見当たらないような状況下で挑んでいった結果として，額得しえた
特徴なのかもしれなL、。
いまひとつは「自然に在る」という意味での自在である。無論，自在という
言葉の字義にこのような意味はなL、。おそらく通例であれば.I内在」という
言葉を用いるのであろう。しかしながら， I内在」ではニュアンス的にやや異
なる印象をうける。というのも，どのような新しいテーマ・新しい議論であっ
たとしても，鈴木利農の中には，まさにそれは既に「自然に在る」からである。
実際に彼と議論を交わしたことがあるならば，おそらくこれは誰もが一度は感
じたことのあるものであろう。
このような自在という特徴がなぜ鈴木利慶の中に根づいたのか，生憎，私は
知る術を持ち合わせていない。が，その理由のひとつには，生来の柔軟性にあ
るのではなL、かと私は思っている O 大抵の者は，失敗唱とすると柔軟性を失い臓
病になる。しかしながら. I~患者の権利宣言」起草を決めた医療問題弁護団事
務局長 鈴木利慶さんJ(朝日新聞 1984年5月2日3面)などで描かれている
ように，彼は幾度となく失敗を経験しているにもかかわらず，失敗を恥じるこ
となく何度も起き上がり挑戦をしている。つまり，柔軟性を失っていないので
ある。生来的に持ち合わせた柔軟性と実務家としての緑験一一それらが彼の自
在な医事法学の一端を形づくっていることは間違いないだろう。
圃
かつて我妻策は「地の色と花模様」の例を好んで語ったという一一民法は，
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私が生涯安かけて染めてゆく布の地の色であり，それ以外は，そこに入れられ
る花模様である。花模様を染め上げることで，それに続く地の色に何等かの効
果を残すことを努めなければならなL、。
鈴木先生の場合は，布地の色が弁護士であり花模様が医事法学者となるので
あろう。すでに見事なまでの花模様の布地ができあがっているが，現在，鈴木
先生が取り組んでいらっしゃる薬事法学，そして医療基本法・医事法学の基本
原理に閲する研究ぞ通じて，さらにどのような花模様の布地奇作り上げていく
のか，幸運にも側に居させてもらえる立場にある者として，その姿をしっかり
と自に焼き付けておこうと思う。
• 
最後に。鈴木先生は，実務家と研究者という立場の違いはあれども，私にとっ
ては今も憧れの対象のお 1人です。もっとも，最初はただその姿を見つめるだ
けでしたが，共に仕事をさせて頂くなかで，いつしか先生の目に映っているも
のを，先生が見ている光を，同じように見てみたいと願うようになっていきま
した。今はまだ，先生の背中の影で先生が見ている光を見ることができません。
しかし，いつの日か必ず，先生が見ている光を先生と共に見られるようになり
たいと思っています。
鈴木先生の益々のご健康とご活躍，ご健筆をお祈り申し上げますとともに，
今後も変わらぬご指導ご鞭揺を賜りますよう，お願い申し上げます。
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